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研究成果の概要（和文）： 

終日放牧、半日放牧＝フリーストール（FS）、繋留舎飼の順で、睡眠は長く、敵対行動は少な

くなった。放牧では血中オキシトシン（Oxy）が高く、N/L 比やコルチゾール（Cor）は低か

った。放牧地での刈取草摂食に比べて立毛草摂食で、Oxy は高く、Cor は低くなった。エンリ

ッチメント処理では、立位休息が短く、睡眠、摂食、伏臥、親和行動が多く、内臓廃棄は低く、

肉質評価は高かった。ブラッシング処理後に Oxy は上昇した。運動場解放により、行動は多

様化し、Oxy は上昇した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In cattle, sleeping was increased and agonistic behavior was decreased in the order of 
whole day grazing, half day grazing, free stall rearing, and tethered rearing. Oxytocin 
was increased and N/L ratio and cortisol were decreased in grazing. Oxytocin was 
increased in eating of standing grasses than of harvested grasses. Stand-resting was 
decreased and sleep, feeding, lying, and affilative behaviors were increased in the 
enrichment rearing. Oxytocin was increased after being brushed. Behavior was diverse 
and oxytocin was increased after releasing to paddock. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)2005 年以降、畜産においても動物福祉を
重視することは国際的合意となってきてお
り、我が国でも畜産と動物福祉の関連を見定
める必要があった。 

(2)動物福祉の基本原則の１つである「正常行

動の適正な発現」に関しては、畜産上の意義
を明らかにする必要があった。 

(3)行動を制限する日本の畜産においては、放
牧やその構成要因である食草行動、運動、エ
ンリッチメント（刺激の多様化）の畜産上の
意義の評価が特に重要であった。 
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２．研究の目的 

そこで、トータルとしての放牧と放牧の要素
としての食草行動、運動、身繕い器具の設置
（内的に強く動機づけられている行動の誘
発刺激）を、快適性、免疫性、並びに生産性
から評価しようとした。 

 

３．研究の方法 

(1)放牧が乳牛の快適性及び免疫性に及ぼす
影響 
繋留舎飼、フリーストール、半日放牧、終日
放牧の各飼養方式下での乳牛を調査する。 
快適性評価：前行動相、完了行動相、後行動
相にて評価する。前行動相では刺激に対する
接近速度、完了行動相では Oxytocin と
Cortisol、N/L 比、後行動相では睡眠と敵対
行動を評価した。 
免疫性評価：免疫グロブリン 
(2) 放牧効果の１要因としての立毛草摂食
の快適性（血漿中のオキシトシンとコルチゾ
ール濃度、並びにアクセス速度）の評価（乳
牛） 
①繋留下での立毛草摂食と刈取草摂食間の
比較 
②立毛草を探査・摂食、繋牧で立毛草摂食、
繋留で刈取草摂食間の比較 
③放牧地において、立毛草か刈取草の自由摂
食間の比較 
(3) 放牧効果の１要因としてのエンリッチ
メント処理の快適性並びに生産性への効果 
①育成牛における調査 
②肥育牛における調査 
③ヒトによるブラッシング処理が快適性に
及ぼす効果 
(4) 放牧効果の１要因としての一時的運動
場解放が舎飼肥育牛の快適性に及ぼす効果 
 
４．研究成果 
(1)放牧が乳牛の快適性及び免疫性に及ぼす
影響 
繋留搾乳牛の 9 農家群と 20 頭からなる１

乳牛群を半日放牧、終日放牧および舎飼で飼
育し、睡眠行動と敵対行動を比較した。快適
状態及び不快状態の後行動は、睡眠行動及び
敵対行動であることから、快・不快の指標と
してこれらを調査した。睡眠行動の時間配分
は、終日＞半日＝フリーストール(FS)＞繋留
舎飼の順で、敵対行動の頻度は、繋留（物理
的に不可能）＜終日＜半日＜FS の順であった。
後行動から、放牧の快適性が示唆された。 
22 頭からなる搾乳牛群を、同数ずつ放牧群
と舎飼群の 2群に分けた。放牧群は 5月より
昼夜放牧で飼育し、舎飼群は運動場付きフリ
ーストール牛舎で飼育した。睡眠行動の持続
時間は、放牧群で一貫して多く、8 月には有
意に多かった。敵対行動の平均頻度は、放牧
群で一貫して少なく、10 月では有意に少なか

った。また、いずれも有意ではないがオキシ
トシン濃度の平均値は、放牧区で一貫して高
く、不快指標である N/L 比の平均値は一貫し
て低かった。さらに、放牧群では舎飼群にく
らべて、平均 IgG 濃度と IgA 濃度は一貫して
高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．周年放牧群並びに舎飼群における乳牛
の春、夏、秋の Oxytocin、N/L 比、IgG、IgA 
 
放牧は餌供給の不安定性、過酷な気象スト
レス、外部・内部寄生虫感染というリスク要
因が多いにもかかわらず、快適性は高く、ス
トレス性は低く、免疫性は高く維持された。
放牧は動物福祉視点から高く評価でき、それ
は免疫性の向上に通じる可能性が示唆され
た。放牧が動物福祉視点から高いというイメ
ージを、科学的に証明した研究として高く評
価できる。それが、免疫性向上に通じる可能
性も示唆され、そのメカニズム研究が期待さ
れる。 
 

(2) 放牧効果の１要因としての立毛草摂食
の快適性（血漿中のオキシトシンとコルチゾ
ール濃度）の評価（乳牛） 
①繋留下での立毛草摂食と刈取草摂食間の
比較 
食草行動は、喫食行動と探査行動からなる。
ある程度拘束されたウシで、立毛の牧草給与
(喫食)と刈取牧草給与下での快適性（血漿中
のオキシトシンとコルチゾール濃度）の比較
をおこなった。その結果、処理間での差はみ
られなかった。探査行動の重要性が示唆され
た。 
②立毛草を探査・摂食、繋牧で立毛草摂食、
繋留で刈取草摂食間の比較 
オキシトシンは、全ての条件において、実験
前と比べ 4分後に有意に上昇した。加えて立
毛草を探査・摂食させる条件では、8 分後に
急激に減少した。 
③放牧地において、立毛草か刈取草の自由摂
食間の比較（放牧と放飼の比較） 
両放牧地に対するアクセス速度を測定した。 
秋(平均気温 15.5℃) 及び夏(同 31.7℃)を問
わず、放飼区より放牧区へ有意に早く移動し
た。通常の移動速度に比べ、放牧区では早く、



 

 

秋の放飼区では遅い傾向にあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
放牧に対する動機の強さが科学的に証明さ
れた。その要因として、contrafreeloading
として立毛牧草摂食時の舌や口の複雑な動
きを想定したが、証明することはできなかっ
た。立毛牧草摂食では、単位時間当たりの真
の摂食時間や摂食量は低く、それがデータを
ゆがませた可能性はある。その評価が今後必
要である。 
 
(3) 放牧効果の１要因としてのエンリッチ
メント処理の快適性並びに生産性への効果 
エンリッチメント処理として、育成牛に関し
ては、身繕い行動を誘発するブラシ設置、飼
槽における隔柵設置、牛房内への攻撃牛から
の回避を可能にする防御板設置とした。肥育
牛に関しては、身繕い行動を誘発するブラシ
設置と飼槽における隔柵設置とした。 
①育成牛における調査 
各 10 頭ずつの育成牛の処理群では、睡眠や
摂食が長く、立位休息が短く、伏臥行動と親
和行動が多い傾向にあった。 
②肥育牛における調査 

18頭の肥育牛に関して、処理群では、内臓廃

棄率は低く、肉質評価は高くなった。一般農

家での8牛房28頭の肥育後期牛を用い、その半

分の牛房に出荷まで6ヶ月間身繕い用ブラシ

を設置し、出荷成績を比較した。枝肉成績に

差はなかったが、内臓病変による廃棄件数は

処理群では全く無かった。 
③ヒトによるブラッシング処理が快適性に
及ぼす効果 
ブラッシング直後に、血中オキシトシン濃度
は上昇した。また、ブラッシング群では、拘
束に対して cortisol の上昇がみられなかった。 
 
 エンリッチメント刺激としてのブラシ設置
は、身繕い行動を誘発したが、それは肥育牛
の内臓廃棄率の低下をもたらした。そのメカ

ニズムとして、Oxytocin 分泌を示唆した点は
1 歩前進であった。Oxytocin と内臓の健全性
との関連の研究が期待される。 
 
(4) 放牧効果の１要因としての一時的運動
場解放が舎飼肥育牛の快適性に及ぼす効果 
去勢牛 3 頭ずつの 4群を、それぞれ扉を挟ん
で運動場（5m×5m）にアクセスできる牛房(5m
×5m)に収容し、運動場開放時間(1 あるいは
5 時間)が行動及び血中オキシトシンに及ぼ
す影響を調査した。運動場解放により、探査
行動と社会行動が発現した。運動場利用率は、
毎日 1 時間開放しても変らないが、5 時間開
放すると 2日目以降有意に減少した。開放前
日に比べて開放 4日後の血中オキシトシン濃
度は、毎日 1時間開放では有意に上昇したが、
5 時間では差はなかった。 
 行動の多様化が、運動場開放時間に比例す
ることを明らかにした。今後、行動の多様化
の促進と行動抑制との関係を明らかにする
ことで、エンリッチメントの有効性をさらに
深く理解できることとなる。 
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